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セノー株式会社と国際パラバレー連盟 

器具認定更新契約の締結 

 

 

セノー株式会社（本社：千葉県松戸市 代表取締役社長：尾﨑徹也）は、国際パラバレー連盟（以下

WPV）と、器具認定更新契約を締結しました。 

これによりセノーは、WPV 主催の大会、また同時に 4年前の 43 ヵ国から 63 ヵ国に増大した加盟国協会

へ、シッティング専用（及びスタンディング専用）バレーボール支柱・支柱カバー・アンテナ・ネットな

どの器具販売のアプローチも可能になります。 

2016 年契約締結以来バレーボール競技における国際大会、国内大会で採用され、トップアスリート及び

関係者に支持されてきた実績が評価されての契約更新となります。より安心で安全な器具を提供し、世界

各国のパラバレーボールの普及発展に貢献していきます。 

 

     

 

 

 



 
 

契約内容：器具認定 

契約期間：2021 年 1 月 1 日から 2024 年 12 月 31 日 

対  象：シッティング専用及びスタンディング専用バレーボール器具 

     バレーボール支柱・支柱カバー・アンテナ・ネット 

     ※バレーボール支柱はカーボン製も器具認定契約しております。 

  

■国際パラバレー連盟 バリー会長コメント 

世界が厳しい状況にある中で、セノーがさらに 4年間のサポートを約束してくれたことはワールドパラバ

レーにとって素晴らしいニュースだ。来年の東京パラリンピックでは最高品質であるセノーのシッティン

グバレーボールシステムが使用されることを大変うれしく思う。品質はセノーの代名詞だ。 

■セノー株式会社 尾﨑代表取締役社長コメント 

2016 年認定契約をして以来、セノーはパラバレーの競技環境の整備と市場の拡大発展のために努力してき

た。そしてシッティングバレーにおいては WPV メンバーと協力しながらポータブルシステムを開発するこ

とができた。それは昨年ペルーで開催されたパラパンアメリカゲームズで採用され、また今後のビッグイ

ベントでも採用される見込みとなり非常にうれしく思う。2021 年からの 4年間契約を更新することによ

り、パラバレーの発展に貢献したい。 

 

セノー株式会社  https://www.senoh.jp/ 

シッティングバレープロジェクトヒストリー https://www.senoh.jp/recruit/project/project_06.php 

 

【会社概要】 

会社名：セノー株式会社 

本社：千葉県松戸市松飛台 250 番地 

創業：明治 41年 4月 1日 創業 112 年 

代表：代表取締役社長 尾﨑 徹也 

事業内容：体育施設機器・器具の開発・設計・施工・販売（競技スポーツ・フィットネス・福祉）施設サービ

ス事業（体操、バレー、バスケ、バドミントンなど）/ 健康サービス事業 /メンテナンス事業 /海外事業 

URL：https://www.senoh.jp/ 

 

【製品に関するお問い合わせ先】 

製品やサービスに関するお問い合わせページ 

https://www.senoh.jp/contact/ 

（報道関係者のお問合せ先） 

           マーケティング本部 企画マーケティング課   

日吉 野乃子 

TEL: 047-385-9110 

E-mail：hiyoshi-n@senoh.co.jp 

 

https://www.senoh.jp/
https://www.senoh.jp/recruit/project/project_06.php

